
2022 年 3 月期 第 2 四半期決算資料における主な質疑応答 

 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今回の決算説明会は中止とさせていただき、 

11 月 25 日に当社ＨＰにて決算説明の動画配信およびその説明資料を掲載させていただ

きました。ここでは、決算発表（11 月 5 日）以降にいただきました質疑についての回答 

要旨を記載いたします。 

 

(物流部門について) 

【Ｑ１】 

上期の業績は 

 

Ａ）今期の第１四半期から第２四半期の中盤ほどまでは、新型コロナの影響で業務⽤飲料
の荷動きは低調でしたが、巣ごもり需要によって家電製品等は好調でした。第２四半期の
終盤からは巣ごもり需要がひと段落してきましたが、10 ⽉以降は外⾷店の再開により業務
⽤飲料の荷動きが回復傾向にあります。 
 
【Ｑ２】 

印西アーカイブズセンターの稼働率は 

 

Ａ）現在の稼働率は 4 割程度です。当初から４年ほどで満庫にする計画を⽴てております。 
 
【Ｑ３】 

物流の売上構成を教えてほしい。また、比率は近年変わっていないのか 

 

Ａ）保管料が 30％、配送荷役が 40％、海外引越が 6％、フォワーディングが 6％ほどです。
毎年、⽐率に変動はそれほどございません。 
 
(食品部門について) 

【Ｑ４】 

印西精米センターは間もなく稼働するのか 

 

Ａ）2022 年の２⽉ごろに稼働予定で、現在稼働中の岩槻・東京精⽶⼯場を順次集約してい
く予定です。 
 
 



(不動産部門について) 

【Ｑ５】 

新型コロナ流行による値下げ要請や稼働率の低下等の影響はないのか 

 

Ａ）⼤きな値下げ要請等はなく、稼働率も安定しております。 
 

以上 
 
〈ご留意事項〉 
本資料は、投資家の皆様へのご参考として掲載しております。ご質問に対する回答の全てをその
まま書き起こしたものではなく、当社の判断で簡潔にまとめたものであることを予めご了承くだ
さいますようお願いいたします。 


